
動物病院90件
デザインのひみつ

地域ブランドVI*サポート

convivia color──5

90

* VI（Visual Identity）＝ 企業がもつ特徴や理
念を体系的に整理し、視覚的な要素を簡潔
に表したもの。一般顧客からみて企業を識
別できるような、固有のイメージを外部に
公開し、広く認知させる手法。

http://www.convivia.co.jp
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86  スミレ動物病院

スミレペットクリニック──色彩基準 20180424

a

●印刷色
プロセス・カラー：C47 + M47 
特色：DIC 104
●標準色
日本ペイント：J77-50T
●カッティング・シート
スコッチカル：JS-6638（レディシュブルー）

●印刷色
プロセス・カラー：K100
特色：－
●標準色
日本ペイント：JN-10
●カッティング・シート
タックペイント：TP03（ブラック）

a

●印刷色
プロセス・カラー：K80
特色：DIC 546
●標準色
日本ペイント：JN-40
●カッティング・シート
スコッチカル：JS-1010（スレートグレイ）

●印刷色
プロセス・カラー：CMYK0
特色：－
●標準色
日本ペイント：JN-95
●カッティング・シート
タックペイント：TP02（ホワイト）

b

●印刷色
プロセス・カラー：M4 + Y20
特色：DIC 2057
●標準色
日本ペイント：J27-90F
●カッティング・シート
スコッチカル：JS-1104（ペイルクリーム）

c

b

01  由比ヶ浜動物病院

09  あつき動物病院 10  森田動物病院

18  橋本どうぶつ病院 19  澤柳犬猫病院 20  辻堂犬猫病院

28  上原どうぶつ病院 29  ココ動物病院

66  目黒洗足動物病院 

KURATA
Animal Hospital

67  くらた動物病院  移転

30  わぁーみぃー動物病院 31  金町アニマルクリニック

43  高ヶ坂動物病院39  のがみ動物病院 40  びわ動物病院 41  いるか動物病院 42  オアシス動物病院

53  新横浜動物病院 54  ウィル動物病院 55  バーツ動物病院52  浅香山動物病院50  稲城大橋動物病院 51  西麻布ペットクリニック

61  らく動物病院 62  こむかい動物病院

KOMUKAI ANIMAL HOSPITALKOMUKAI ANIMAL HOSPITAL

63  福沢動物病院  別院 65  すがわら動物病院64  いるか動物病院  移転

ウチダ動物病院  
UCHIDA Animal Clinic
ロゴタイプ

A-改2
決定案

◎   原案の雰囲気をを壊さない程度に   
色の要素を付け加えています。

◎   行き方は違いますが「A-改1」と同
程度の控えめな変更です。

20140612

ウチダ動物病院  
UCHIDA Animal Clinic
ロゴタイプ

A-改2
決定案

◎   原案の雰囲気をを壊さない程度に   
色の要素を付け加えています。

◎   行き方は違いますが「A-改1」と同
程度の控えめな変更です。

20140612

73  ウチダ動物病院  移転 74  やまぐちペットクリニック72  川村動物病院  移転

新潟低侵襲動物医療センター

新潟低侵襲動物医療センター

新潟低侵襲動物医療センター

新潟低侵襲動物医療センター

82  大通どうぶつ病院

大通どうぶつ病院──色彩基準 20171006

a

●印刷色
プロセス・カラー：C50 + M10 + Y10
特色：DICF39（ブルー・ファイヤンス）
●標準色
日本ペイント：A69-60L
●カッティング・シート
スコッチカル：JS-1619（チョークブルー）

●印刷色
プロセス・カラー：BL100
特色：－
●標準色
日本ペイント：AN-10
●カッティング・シート
タックペイント：TP03（ブラック）

a

●印刷色
プロセス・カラー：C10 + M5 + Y65
特色：DIC C-159（ヤン タオ スー）
●標準色
日本ペイント：A27-80T
●カッティング・シート
タフカル：S4316（オイルイエロー）
（または NOCS：32-22 E）※より明るめ

●印刷色
プロセス・カラー：BL100
特色：－
●標準色
日本ペイント：AN-95
●カッティング・シート
タックペイント：TP02（ホワイト）

b

●印刷色
プロセス・カラー：C80 + M35 + Y40
特色：DIC C-247（フー ラン ホイ）
●標準色
日本ペイント：A67-40H
●カッティング・シート
タフカル：S4549（パゴダ）
（または NOCS：94-36 E）※より濃いめ

●印刷色
プロセス・カラー：K60
特色：DIC 540
●標準色
日本ペイント：AN-50
●カッティング・シート
スコッチカル：JS-1014（セメント）

d

c

c

d

b

83  HALU動物病院 84  ナカ動物病院

ナカ動物病院──色彩基準 20180227

●印刷色
プロセス・カラー：C90 + M50 + Y100 
特色：DIC F25（ビーヤール：フランス伝統色）
●標準色
日本ペイント：J45-30L
●カッティング・シート
スコッチカル：JS1702（ナイトフォレストグリーン）

●印刷色
プロセス・カラー：C34 + Y70
特色：DIC F254（サラド：フランス伝統色）
●標準色
日本ペイント：J35-80L
●カッティング・シート
スコッチカル：JS6708（フレッシュグリーン）

●印刷色
プロセス・カラー：BL100
特色：－
●標準色
日本ペイント：JN-10
●カッティング・シート
タックペイント：TP03（ブラック）

●印刷色
プロセス・カラー：－
特色：－
●標準色
日本ペイント：JN-95
●カッティング・シート
タックペイント：TP02（ホワイト）

85  日吉ガリレオ動物病院

●印刷色
プロセス・カラー：K100
特色：DIC F200（ノアール）
●標準色
日本ペイント：JN-10
●カッティング・シート
タックペイント：TP03（ブラック）

●印刷色
プロセス・カラー：C50 + K100
特色：DIC F200（ノアール）

印刷物（ロゴマークのみインク多くする場合）

●印刷色
プロセス・カラー：CMYK0
特色：－
●標準色
日本ペイント：JN-95
●カッティング・シート
タックペイント：TP02（ホワイト）

●印刷色
プロセス・カラー：C80 + M30 + Y30
特色：DIC 406
●標準色
日本ペイント：J65-40H
●カッティング・シート
タフカル：S4549（パゴダ）

日吉ガリレオ動物病院
色彩基準

01
20180309

76  世田谷通り動物病院 77  KAI 動物病院
   

78  MADIC

gleen animal clinic  
グリーン アニマル クリニック
ロゴタイプ ＋ シンボル

C-2  

◎       親しみやすいタッチですが、
どこか精神性を感じる印象的
ないぬを中心に据えました。
多くを語らずとも病院の姿勢
が伝わる気がするのですが…

◎       ロゴを全て小文字で組んだ案
です。インパクトが落ちる分、
少しサイズを大きく調整して
います。

20150601

75  グリーンアニマルクリニック

gleen animal clinic  
グリーン アニマル クリニック
ロゴタイプ ＋ シンボル

C-2  

◎       親しみやすいタッチですが、
どこか精神性を感じる印象的
ないぬを中心に据えました。
多くを語らずとも病院の姿勢
が伝わる気がするのですが…

◎       ロゴを全て小文字で組んだ案
です。インパクトが落ちる分、
少しサイズを大きく調整して
います。

20150601

犬と猫のモチーフで、動物病院90件のデザインできたこと…
門外漢の病院グラフィックス　

デザインコンビビアでは
動物病院のデザインをしています。
私たちがグラフィックスを手がけた
動物病院が、2019年になって90件
に達しました。
　雑誌や本のデザインが仕事の中
心であるデザインコンビビアで、
専門外の “新しく開院する動物病
院のためのサポート事業” の一端
を担うことになったのは1997年の
ことでした。当初は1年に1件程度
の依頼件数でしたが、2000年ころ
から「高齢化社会」を背景とした

「ペットブーム」となり飛躍的にサ
ポート件数が増えました。
　初めて手がけた病院から、私た
ちは「ロゴタイプ」「シンボルマー
ク」（以降ロゴマークと略します）
の制作から病院全体のデザイン、
そしてアフターケアまでトータル
なサポートを目指しました。
　とはいっても門外漢の私たちに
とって、動物病院のサポートは未
知数のことで手探りの連続でした。

　そもそも動物病院で「ロゴマー
ク」の作成のモチーフは犬・猫以
外に思い当たりません。それでも
心配していたアイデアの枯渇もな
く、これほどのバリエーションを
積み重ねて作り出せたことは、結
果ですが奇跡的ともいえます。
　なにがそれを可能にしたのか、

「ひみつ」というほどではありませ
んが、思いあたる要素を振り返っ
てご紹介します。

3

シンボルのモチーフは犬と猫が80%を占める。
犬のみ、猫のみ、犬＋猫、パターン変化はこの
3つ。他の動物で…という話は滅多にあるわけ
ではない。例外としては、かもめ・いるか・く
じら・かわうそ・フェレット・タツノオトシ
ゴ・ふくろう・シンボル無し、などがある。

01  由比ヶ浜動物病院 08  水野動物病院

10  森田動物病院 16  ブライトペットクリニック 17  オッター動物病院

26  かもめ動物病院 27  かわい動物病院20  辻堂犬猫病院

67  くらた動物病院  移転

02  東川口どうぶつ病院 03  カムイアニマルクリニック 04  富士見台動物病院 05  そが動物病院

DIC 78

DIC 408

06  いちろう動物病院 07  小林ペットクリニック

11  ゼファー動物病院 12  平峰どうぶつ病院 13  あすなろ動物病院 14  ませ動物病院 15  いしがみ動物病院

25  しらさぎ動物病院21  しののめ動物病院 22  リーベ動物病院 23  等々力の森動物病院 24  田園調布動物病院

31  金町アニマルクリニック 34  南大沢どうぶつ病院 35  桃浜どうぶつ病院32  なかまる動物病院 33  くらた動物病院

44　動物病院エルファーロ 45  めざわ動物病院43  高ヶ坂動物病院

36  都留どうぶつ病院 37  ふくろう動物病院 38  ファイン動物病院

55  バーツ動物病院

46  ファミリアペットクリニック 47  たるまち動物病院 48  すこやか動物病院 49  さがみの動物病院

56  オハナ動物病院 57  フォレスタ動物病院 58  神領ビーイング動物病院 60  ジル動物病院59  ウエストクロス動物病院

79  うえの犬猫病院

南柏たなか動物病院──色彩基準 20170209

●印刷色
プロセス・カラー：C50 + M25 + Y100
特色：DIC246
●標準色
日本塗料工業会：J32-50L
●カッティング・シート
タフカル：NOCS 67-24E

●印刷色
プロセス・カラー：BL100
特色：－
●標準色
日本ペイント：JN-10
●カッティング・シート
タックペイント：TP03（ブラック）

●印刷色
プロセス・カラー：－
特色：－
●標準色
日本ペイント：JN-95
●カッティング・シート
タックペイント：TP02（ホワイト）

80  南柏たなか動物病院

70  バンブーペットクリニック68  aflo動物病院 69  タタラ動物病院 71  伊豆の国どうぶつ病院

81  湘南リーシュ動物病院78  MADIC

ドクターの個性
◦  ドクター1人1人の病院への思

いや、姿勢、希望を引き出すイ
ンタビュー、ヒアリングの実施
建築家との仕事
◦ ドクターとの関係が密で病院の

方向性が、建築・インテリア・
図面上に反映され、参考になる

◦ 建築家の話からヒントを得るこ
とは多い

90の動物病院サポートを可能にした、いくつかの要因

コンビビアのスタッフ
◦ 常時6人以上在籍し、個性も様々

なスタッフが、1人が2案考えれ
ばそれだけで12案となり、デザ
インの幅が広がる

◦ いくつかのエポックな表現も誕
生し、質もステップアップ
デザインの技法
◦ 具象化 ⇄ 抽象化、タッチの変

化、絵画的 ⇄ デザイン化など
表現・手法の組み合わせ
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1──�インタビュー、ヒアリング
　→�“個性”�の抽出
1人 と し て 同 じ 人 は 存 在 し ま せ
ん。当たり前のことですが、この
ドクター1人1人の持ち味の違い
こそが、同じ犬・猫モチーフのロ
ゴマークであっても、様々な違い
を生む最大の要因です。
　そこでコンビビアではグラフィ
ックス最初の打ち合わせの「イン
タビュー」「ヒアリング」を、ドク
ターを知るための最も重要なステ
ップとして位置づけています。
個性といっても中味は様々です。
・滲む人間的な雰囲気やセンス
・開院する動物病院の環境
・建築やインテリアへの思い
・病院のネーミング、理由と経緯
・ 動物全体や病院・医療への思い、  
　理想・理念
・ 長く使い続ける、シンボルやロ

ゴタイプへの希望、など。
　これらを上手く引き出せたこと
で、その場でアイデアやヒントが
浮かんでくることもありました。
　このほか、建築家やコンサルタ
ントからの情報が得られるのも

「インタビュー」「ヒアリング」の
場となります。

2──レポートの作成と
　　���オリエンテーション

「インタビュー」「ヒアリング」を
終えると、新鮮なうちに担当者は
その内容をレポートにまとめま
す。そして社内でのオリエンテー
ションで、新しい動物病院のイメ
ージ作りのためのエッセンスを共
有します。

3──社内コンペ（第1回目）　
　→イメージの萌芽と熟成、定着
オリエンテーションの後しばらく
は、なかなか「形」が見えてきま
せん。社内コンペに向けて、参加
メンバー各自がイメージを揉んで
熟成させる期間です。2週間ほど
してようやく形となって、最初の
社内コンペの場で各案が姿を現し
ます。わくわくする瞬間です。
　既に完成度の高いもの、まだま
だ荒削りだが面白いもの、方向性
が違うもの…より高次元なものに
向けて選択と、ブラッシュアップ
の検討が行われます。

動物病院のデザインサポートでは、第1歩として「ロゴマーク」の制作か
ら始めることが普通です。ロゴマークが “病院の印象” そのものなのです
から当然といえるでしょう。その出来の善し悪し、オリジナリティの有
無が、その地域での病院のポジションに直結してしまいます。
　ロゴマークをはじめとした動物病院の “望ましい情報発信” とは何な
のか。私たちは「その病院が地域とどう繋がろうとしているか、そして
その “思い” がサインに反映されているか」が出発点だと考えます。“思い 
＝ 個性” です。デザインの制作者がいかにその “思い” をくみ上げて、う
まく形に出来るか…にかかってくるわけです。

動物病院のデザインサポートでは、第1歩として「ロゴマーク」の制作か

 動物病院
 ＆
ドクター

Visual Communication 
Design Convivia

information design

space planning

dealing tax and legal issued

c

s

estate planning

construction
products

total consulting

（税 ・ 法問題）

（病院設計・監理）

（サイン・シンボル・グラフィックス、ウェブ）

（窓口・総合コンサルティング）

（不動産コンサルティング）

（施工／新築・改装）

最大のポイントは、ドクターの個性をどれだけ引き出せるか…
ロゴタイプ、シンボルマークの制作

1 2 3

5

最大のポイントは、ドクターの個性をどれだけ引き出せるか…
ロゴタイプ、シンボルマークの制作

4──社内コンペ（第2回目）
　→�選択と錬磨　
最初の社内コンペで選ばれて改良
された案が再び検討されます。必
要であれば、更に修正を加えるこ
とになります。
　→�選択とストーリーづくり　
社内の2次コンペを通過した各案
は、担当者がドクターへのプレゼ
ンテーションに向けて更に2～3
案（もっと多いこともあり）まで
絞り込みます。

5──ドクターへの
　　���プレゼンテーション　
直球勝負の案、ストライクゾーン
を広くとった案、逆提案のもの…
など、最終的に選択された案はい
くつかのストーリーを添えられ、
ドクターや関係者にプレゼンテー
ションされます。
　それらの候補案の中からドク
ターに、最も相応しい案を1つ選
択していただくことになります。
　輝かしい「決断」の瞬間です。

6──決定案　
迷いながら…時には躊躇無く、プ
レゼンテーションされた候補案の
中からドクターが選択されたロゴ
マークです。必要に応じて多少の
調整を加える場合もあります。こ
れから先、ドクターにとって長い
付き合いになる存在となります。

4 5 6

WEST��CROSS�
VETERINARY��HOSPITAL
（院長／塚越信頼・2009年開院）
ウエストクロス動物病院はそのネー
ミングからも「クロス＝十字」がシン
ボルのキーポイントに。そして動物の
病院であることがわかるよう工夫す
ることも必要だった。また「在住の外
国人を重視」することが病院のコンセ
プトとして示され、それを踏まえてデ
ザインの行程と選択がこのページで
ご紹介した例のように進行した。
　採用された案を展開して、すっきり
とした都会的な動物病院となった。

 動物病院
 ＆
ドクター

Visual Communication 
Design Convivia

information design

space planning

dealing tax and legal issued

c

s

estate planning

construction
products

total consulting

（税 ・ 法問題）

（病院設計・監理）

（サイン・シンボル・グラフィックス、ウェブ）

（窓口・総合コンサルティング）

（不動産コンサルティング）

（施工／新築・改装）
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動物病院エルファーロ
（院長／山本剛和・2005年開院）
病院名はスペイン語で「灯台」の意
味。カフェのような雰囲気はドクター
の希望でもあり、ねらい通りになっ
た。光のイメージからくる太陽マーク
が、ラテン的な明るさで遠くから街を
照らしている。
　玄関までは少し奥まっており、道路
脇の病院名表示から、メインの病院
看板を正面に、玄関までの視線の流
れを考えた。訪れる人を奥まで誘うピ
カソ風壁画の効果で、一体感があり
印象的な病院にまとまった。

誌面展開の感覚をそのままに、動物病院の外装グラフィックスの展開を考える。タイトル、シンボリックなアイコンと
リード文…。誌面での視線の流れと、病院の玄関への標示物の展開に大きな違いはない。

建築物は三次元であることが誌面との違いだが、書物もページをめくると空間が変わるように、建物の面を回り込んで展開を
変化させる楽しさを発見した。建物を斜めから眺めると、2つの面のそれぞれの繋がり方が面白い。

高ヶ坂動物病院
（院長／高藤典靖・2005年開院）
建築設計のコンセプトは「イタリア
ン・モダン」。黒と白の2つの大きな
キューブ（立方体）で構成された、割り
切った外観が特徴。
　当初外装表示はロゴタイプのみと
し、建築の方向性に合わせた抽象性の
高い外観を目指した。差し色にオレン
ジを採用し活気をプラス。
　後にモダン過ぎて敷居の高い印象
を和らげるため、壁面いっぱいに犬と
猫の線画を配する。大きいが線が細い
ので、近くでは絵柄が見渡せず圧迫感
は少ない。反対に遠くからの視認性は
高く、地域に対し動物病院として良く
アピールしている。
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雑誌デザインの発想を、動物病院のグラフィックスに応用
「看板」制作の経験がない、という武器

「情報発信」という意味で、
雑誌や書籍のデザインと動物病院
との間に区別はない、との実感

ロゴマークや印刷物まではデザイ
ンしても、病院外装のデザインは

「建築家の領域」と、建築家にお任
せした時期もありました。しかし
現在ではほとんどの病院につい
て、病院の建物に係わる表示物も
私たちがデザインさせていただい
ています。
　病院の外装表示には、病院名以
外に診察時間・休診日・電話番号 
・駐車場表示などの要素があり、
訪れる飼い主さんを目的に合わせ
て自然に誘導するように、構成・
展開する必要があります。まさに
インフォメーションのデザインな
のですが、当初私たちには看板制
作の経験が全くなく、どうしたら
よいか見当がつきませんでした。
　そこで普段の仕事の中で培った
雑誌や書籍をデザインする感覚と
方法を応用して、病院の標示物を
制作することを始めました。
　タイトル・サブタイトル・メイ
ンのイラスト・脚注などを、視線
の流れを考えながら構成する雑
誌・書籍の手法で、病院の標示物
を “レイアウト” していきます。看
板制作のセオリーを無視している
ので、施工にあたり看板屋さんが
困ったことも多々あっただろうと
想像します。「あのデザインはもう
やらないで」と言われたこともあ
りました。
　しかし逆に “知らないことを武
器” に新しいことが出来ている、と
受け取っていただいた面もあった
ようです。建築家から「壁面をキャ
ンバスだと思って存分に」と言っ
てもらったこともあるのです。
　その病院が地域でどういう位置
づけで、どう見えるのが望ましい
のか、スムーズな病院活用のため
にどんなメッセージが相応しいの
か…建築とのマッチングも図りな
がら、既成概念にとらわれれない
柔軟な発想で、今後も係わってい
きたいと考えています。

スペイン。ガウディやピカソを生んだヨーロッパの偉大な田舎。そんな有機的で人間臭い文化への憧憬を、
例えばある誌面に歴史や文化性を中心に展開するとしたら…こんな感じだろうか。（本文文章はダミー）

モダンであることが条件。明快さ、コントラストをテーマにレイアウトしてみる。書体とレイアウトスタイルの選択で
誌面全体の雰囲気が決まる。色・サイズ・組み方、出来るだけ妥協の無いよう理想を追う。（本文文章はダミー）
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建築家とのコミュニケーションは、一体感のある病院デザインの条件
建物にはドクターのヴィジョンが現れる

地域で医療活動をする動物病院に
とって、その病院の存在がランド
マークとして認識されるようにな
ると、「病院ブランディング」とし
ては成功だという考え方がありま
す。ドクターの目指すもの、その具
現者の1人である建築家、両者の

建築と一体感のある
情報発信は
地域に受け入れられる
必要条件

方向性をよく知った上で、改めて
病院全体が目指すものが明確に伝
わるように、情報発信をデザイン
していくことがグラフィックスの
役目だといえます。イメージのば
らつきを回避し、地域に受け入れ
られる動物病院を目指します。

神領ビーイング動物病院
（院長／赤羽良仁・2009年開院）
シンボルは「エキゾチックアニマル」
に取り組む院長の医療スタイルを、カ
メレオンをメインとした5匹の動物を
線画で表現したものが採用された。
　ユニット構造からくる重層性、ガラ
ス面による開放性とが特徴。建築に
マッチした外装グラフィックスとし
て、病院正面に導く展開を提案した。

＊建築設計事務所から提供の図面をもとに作成したグラフィックス展開イメージ。スケールが明確なのでサイズのイメージも正確に伝わり、看板の施工までの流れも良い。

8

建築家とのコミュニケーションは、一体感のある病院デザインの条件
建物にはドクターのヴィジョンが現れる

建築家という存在
ドクターの “思い ＝ 個性” は動物
病院のデザインを決定付けます。
それを共有するため、私たちが

「インタビュー」「ヒアリング」を重
指していることはすでに述べまし
た。さらにドクターを知るもう一
つ大きな要素として、その病院の
設 計 を 担 当 す る “建 築 家 とのコ
ミュニケーション” があります。

　分野は違いますが、建築家もデ
ザイナーとして、私たちと同じ立場
です。「 病院」を構想するために、
ドクターとコミュニケーションする
時間は膨大です。ドクターの考えて
いる観念的な部分から実際的なこ
とまでの多くを受け止めて、建物
へと収斂していきます。建築家は
私たち以上にドクターを知る存在
だといえます。

　病院グラフィックの「インタビ 
ュー」「ヒアリング」の場に、そう
した建築家の同席も得て、病院建
築の説明や周辺の話を聞いたり、
図面や模型を見ることがあります。
建築家がドクターと共有する、新
しい病院へのイメージ・エッセン
スを垣間見ることで、グラフィッ
ク展開の大きなヒントを得ること
も多々あります。

さまざまな方向から模型を眺めながら、内部
の間取りやエクステリアの展開性など設計の
意図を、建築家自身から聞くことができる。そ
して建物でのロゴ・シンボルマークデザイン
の可能性や展開の仕方など、意見交換の場で
もある。

模型および設計図面提供：建築家・岡村泰之
氏／岡村泰之建築設計事務所

下と右の写真は竣工直後の内部および外観。
犬のシンボルが建物の外から内側に展開する、
この病院のサイン・グラフィックスの見せ所
とも言える箇所。外観は写真で見るように、私
たちのグラフィックスのイメージが正確に反
映されている。シンボルのキーカラーとチェア
の色とのマッチングなど、建築家とのコミュニ
ケーションが生かされる。

病院領域（斜線部分）と住居空間の関係がよくわかる平面図。
ドクターの病院への思いとライフスタイルの断面が、建築家によってこの1枚に表現されている。
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＊ここに掲載の各動物病院のサイズはスケールを合わせています（右上の「かもめ動物病院」のみ少し大きめ）

展開できるシステムです。
「びわ動物病院」：犬好き・猫好きが
ぐっ
4 4

と来そうな、様々な仕草のイラス
トレーション作品を豊富に用意。それ
らを外装や印刷物ごとに変化させて
バリエーション展開していきます。

「平峰どうぶつ病院」のシンボルは筆
書きの犬と猫。デジタル技術のにより
こうした「にじみ」や「かすれ」が看
板でも表現可能だとわかりました。
　「外壁面をキャンバスだと思って」
との建築家のことばに励まされて、思

い切った配色とレイアウトを提案。当
時としては「看板」の枠を大きくはみ
出した案だったにもかかわらず、ドク
ターの支持もいただき実現した例で
す。以後の病院外装デザインに大き
な影響を与える事例となりました。

ビッグサイズ
シンボルを大胆なサイズで展開。そ
の実現には建物の条件（広い壁面と
立地）が最低限必要です。またサイズ
から来るインパクトが強いため、シン
ボルそのものは嫌みのないさっぱり
したものが向いているようです。
「かもめ動物病院」「高ヶ坂動物病院」
は道路との関係などから、病院の存
在の視認性が必要など機能的な意味
で大きさの追求が必要でしたが、そ
れより「街のランドマーク」を目指す
積極的な意味から思い切ったサイズ
としました。

動物病院らしくない
「ゼファー動物病院」「新横浜動物病
院」はドクターの、シンボルは不要と
いう明確な方向性からスタートしまし
た。理由は地域に根付いた既存病院の
リニューアルだったり、ここは何の施

設？といった逆の注意喚起の狙いが
あったり様々です。ドクターの「美意
識」の強さは共通しています。病院名
を読むまで、動物病院とは気づかない
ほど抽象度の高い、クールな印象の病
院となっています。

「にじみ」や「かすれ」などのファジーな表現が可能に

かもめ動物病院
（院長／高橋敏弘・2003年開院）

平峰どうぶつ病院
（院長／平峰康成・2002年開院）

由比ガ浜アニマルクリニック
（院長／池西美枝子・1997年開院）

新横浜動物病院
（院長／石坂大典・
2007年開院）

ゼファー動物病院
（院長／上条圭司・2001年開院）
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80件の中に生まれた、いくつかのエポック
必然と閃

ひらめ

きが歴史を作る

展開できるサインシステム
シンボルを複数の要素の集合体とし
てイメージを成立させようと試みま
した。展開を建物の外装や印刷物と
いった媒体ごとに、組み替えたり数を
変えたり変化させます。様々なアイテ

ムへ展開・運用するには、きめ細かい
デザイン力が必要とされます。
「橋本どうぶつ病院」：11個のアイコン

の集合体をシンボルとしています。
個々のアイコンをユニットとして、ア
イテムの条件に合わせて組み替えて

デザインコンビビアの動物病院サポートは「由比ガ浜アニマルクリニッ
ク」へのデザインサポートからスタートしました。ここから私たちの様々
なトライが始まります。そして80件の動物病院をデザインしていく中で、
思いがけない発想や、今までにない型破りなアイデアが生まれてくるこ
ともありました。特に外装表示の分野は、専門外の私たちにとっては刺激
的で、素材や加工方法の変化から発想が広がるケースが多かったように
思います。もちろん思いつきで終わるアイデアも数多くありますが、ドク
ターや建築家、看板屋さんとの話し合いの中から、実現できた例がいくつ
もあります。ご紹介するのはその中でも印象的な事例です。
　これらの積み重なりが、思い出すのも楽しい「歴史」となって、今も
私たちを励ましてくれています。

建物自体をシンボルに
「森田動物病院」は、細長い建物その

ものを「記号化」する…という手法を
初めて採用しました。
　まず建築家から “灰色の町並みの
中にオレンジ色の病院を” というコ
ンセプトが示され、下品に見えない
ようヨーロッパでのオレンジ色の使
い方などを参考に、色調と使い方を
考えました。建築物自体をシンボル
としたため、動物モチーフのシンボ
ルは採用せず、抽象度の高いモダン
な病院となりました。そして「記号」
としての建物のテイストを逆に診察
券などアイテムにも拡げて、一貫し
た情報発信をしています。

橋本どうぶつ病院
（院長／橋本隆志・2002年開院）

由比ガ浜アニマルクリニック
（院長／池西美枝子・1997年開院）

森田動物病院
（院長／森田智明・

2001年開院）

びわ動物病院
（院長／結城潤一・

2004年開院）
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開院までは助走。オープンしてからの姿勢が「地域ブランド」を作る
動物病院にデザインができること

　もし動物病院でもそんな事がで
きたら…。良いイメージで地域に
認められ、受け入れられていくは
ずです。これは素朴なようで「VI
＝Visual Identity」や「CI＝Corpo-
rate Identity」の基となる考え方
であり、またデザインの持つ情報
をコントロールする力への自覚で
もあります。
　私たちもこうした考えから出発
して、 “気持ちのいい” 情報発信を
目指してきました。新しい病院の
エッセンスを抽出し、情報の交通
整理をして、ツール・アイテムを
デザインしてきたわけです。しか
し私たちがデザインを通じてでき
たことは、75件の病院が “気持ち
のいい” 情報を持って新しくス
タートを切る助走の、ほんのお手
伝いにすぎません。

情報発信の目指すべき方向
いうまでもなく「ブランド」は一朝
一夕には実現できません。
　誠意あふれる電話の応対、明る
く清潔な雰囲気、整理されたイン
フォメーション、自信に満ちた診
療、わかりやすい説明、美しくクォ
リティ感のある診察券・薬袋など
の発行物、行き届いたアフターケ
ア……要素はいくらでもあります
が、こういったことの総体が “気持
ちのいい” 情報発信です。それら
は時間をかけて質を落とさずに発
信し続けることで、病院への「親
しみ」や「信頼」はより強固になっ
てゆくでしょう。患者である物言
わない動物や飼い主さんたちが病
院に求めているのは、こうした全
体的で継続的な “気持ちよさ” だと
思います。
　つまりマークと看板や各種アイ
テムを作って終わってしまうので
はなく、病院の原点そのものから
始めてもっとトータルに情報発信
のあり方を考え、継続させてゆく
こと、 これが「ブランド」の情報発
信の姿ではないでしょうか。
　ですから “気持ちのいい” 情報
発信とは、私たちの持つ「デザイ
ンの力」だけでは実現できません。
主体はドクターをはじめ病院全体、
スタッフ1人1人であり、日頃の活
動だということになります。先に
私たちの仕事について “お手伝い” 
と表現したのはこのためです。
　こうした視野に立って、新しい
病院を模索する上で「デザインの
力」を活用していただくことが、私
たちの理想です。
　新しい動物病院として大きな一
歩を踏み出せるよう、開院まで、
そして踏み出してからも、 “気持ち
のいい” 情報発信のためのお手伝
いを続けていけたら…とデザイン
コンビビアは願っています。

デザインにできること
初めてでも話しかけやすい人や入
りやすいお店を感じるように、人
はもちろん建物や物でさえ、黙っ
てただそこに佇んでいるだけで周
囲に多くの情報を発しています。
　優しそうとか怖そう・明るい・
暗そう・カジュアル・フォーマル
…ポジティブ・ネガティブ両方の
様々な情報を、受け取る側は敏感
に感じ取り、相手への接し方が変
わったりすることも多々あります。
　そうした様々な情報を意識的に
とらえ直し、良質な…つまり “気
持ちのいい” 情報として、選んだ
形で継続的に発信し続けることが
できたら、まわりに “気持ちのい
い” イメージが定着すると想像で
きます。
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開院までは助走。オープンしてからの姿勢が「地域ブランド」を作る
動物病院にデザインができること

動物病院に “個性化” が必要にな
り、デザインが不可欠となってす
でに長い時間が経ちました。最近
ではますますクオリティの高さが
求められています。
　ここまでロゴマークや外装表示
を中心に話を進めてきましたが、
動物病院の “クオリティ” という面
ではもう少し広い視野でデザイン
をとらえる必要があります。地域
に生きようとする動物病院にも、
ロゴマーク ＝ 看板という考えにと
どまらない、もっと全体的・統一
的な発想とデザイン展開を想定し
ていないと、良質なイメージの発
信として十分ではありません。
　デザインコンビビアでは動物病
院 の “個 性 化” のための 表 現 を、
もっと全体的な「病院デザイン」
としてとらえ、新しい病院のため
の、次のようなメニューと手順を
提案しています。

1──基本となるシンボルとロゴタイプの制作
病院のネーミングからシンボルマーク方向性の模索、そ
して制作まで、ここが第1歩となります（p5-6で紹介）。

2──病院の外装への展開
　　��（建物・テナントの表示、看板類）
建物の存在と看板など標示物は、動物病院にとって情報
発信の最重要な媒体です。良いイメージで地域のランド
マークとなれたら成功といえます（p7-11で紹介）。

3──�病院の様々な印刷物への展開
　�　��（診察券・薬袋・名刺・カルテ・ステーショナリー・
������������開院時の新聞チラシ・パンフレット・地図制作など）
印刷物は病院の様々な情報を知るために、飼い主さんが
手に取ることが出来る身近なアイテムです。手から手へ
1人歩きしてくれる媒体として、病院個性の視覚化を強
化する効果があります。
　
4──Web展開へのサポート
Web Siteの開設は情報の発信と受信に、不可欠なツール
となりました。地域を超えて、広いスケールで開かれた
窓といえます。病院のWeb Siteの開設のために、デザイ
ンの方向性を明確に示し、データの提供などサポートを
行います。

アイテムのデザイン
オリジナルのロゴマークは、動物病院
を表現する基本アイテムです。次に
基本アイテムをどこまで展開し、病院
認知の幅を増やし、定着させるか…と
いう段階に入ります。
　病院にも、来院する患者さんにとっ
ても必要なアイテムがあります。診察
券・薬を入れる袋・開院をお知らせ
するチラシ・名刺・カルテ・パンフ
レット…　こうした細々したものの印
象が、実は病院のイメージを大きく左
右します。ロゴマークに凝縮させた

「病院のイメージ」をここまで拡げて
展開してこそ、初めて病院のスタート
ライン…と考えています。
　この段階でお手軽に既製のものを
使ったり自作したもので済ますと、来
院者にとっては身近なものだけに一
貫性・統一性の破れが、チープさとし
て一目瞭然に伝わってしまいます。
　ロゴマークからこうした末端の印
刷物まで、一筋のイメージとして通し
てこそ「ブランド」です。印刷物や
Webなど様々なアイテムがチープな
ものだったら、立ち上げたばかりの新
ブランドである病院にとって、どれだ
け大きなマイナス・イメージになる
か想像してみてください。

サイン・グラフィックス
エクステリア＋インテリア

シンボル＋ロゴタイプ

　　　��印刷メディア

診察券

名刺

病院カード

封筒

薬袋カード

ゴム印

移転の挨拶状 （便箋）

案内カード

インフォメーション

No.

診察券

Tel. 047-321-6600   
www.ueno-inuneko.com

院長／獣医師　上野 晃太郞  
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目に見えないところまでデザインする
動物病院トータルサポート

ahedは、動物病院やドクターの抱える問題を解決するために 
考えて（thinking）、構想し（conception）、様々な媒体（media）や機会（opportunity）に応じて
表現するデザインチームです。
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ドクターの要望に応えるため、窓

口となるコンサルタントを中心に、

パートナーどうし横の連絡を取り

ながら活動できる態勢を整えてい

ます。その全体を活用することも、

必要な部門だけを使うこともでき

るシステムです。

　建物やグラフィックだけでなく、

税務や法律といった目に見えない

領域を担う部門も含めて、動物病

院を「デザイン」していく意識を

高く持って活動しています。

　これまで国内各地で、動物病院

200件の開業・リニューアル・移
転などのお手伝いをし、いずれも

その地域で「愛される動物病院」

として業績をのばされていること

が私たちの誇りです。

▼ 新横浜駅／ahed 旧事務所

新事務所

栄港建設
新社屋 中2階

223-0059  横浜市港北区北新横浜1-7-8  中2階
tel. 045-522-8577   fax. 045-522-8578

www.ahed.jp
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動物病院サポート事業「ahed」のパートナーとして
デザインを前提とするビジネスモデル

ユニークなビジネスモデル
ahed（animal  hospital  expert 
design ＝ 有限会社アヘッド）とい
う企業があります。小さな会社で
すが、動物病院の開院サポートの
専門会社として200件もの動物病
院を手掛け、質・量共に実績を重
ねています。
　ahed の設立時から、デザイン
コンビビアは そのロゴタイプの作
成やデザインの方向性のディレク
ションと、Information Design 部
門のパートナーとして一翼を担い
ながら、共に歩んできました。こ
の冊子でご紹介した動物病院はす
べて ahed とのパートナーシップ
の中から誕生しています。
　ahed の事業スタイルのユニー
クさは右の概念図のように、コン
サルティング部門をコアに各分野
の専門家による「集合体」として、
動物病院をオールインワンでサ
ポートする点です。

デザインを前提として
ahed は早くから、デザインの役割
や重要性に着目していました。病
院グラフィックスに私たちデザイ
ンコンビビアを、また建築部門で
は毎回力ある建築家を起用。その
上でコンサルティングを通じて、
ドクターへの積極的なデザインの
啓発と、私たちへの側面支援を
行ってきました。
　「デザインの力」を分かってお
いてもらう…デザインに関わる病
院サポートでは、このごく初歩的
に思えることが成り立っていない
と、まず仕事が成立しません。私
たちが普段活動している本や雑誌
の世界では相手が出版社であり、
編集者など情報伝達のプロフェッ
ショナルですから、それは言わず
もがなの前提でした。ところがエ
ンドユーザーであるドクターには
必ずしもこの前提が成立していま
せん。
　ahed はこうした状況の中で、ド
クターのデザインへの理解をフォ
ローし、私たちを支援してくれる
心強い存在です。

これからの動物病院
動物病院の80件は、おそらくこの
分野に限った数字として、日本で
一番多いのではないかと思ってい
ます。数字が実績として説得力を
持ってきていることはありがたい
ことです。
　ただ、動物病院の開院件数は、
2004年頃のピークから、大きく
ペースダウンしています。高齢化
社会の影響でパートナー動物とし
てのペットブームから、人もペッ
トも高齢化して支え合うことが困
難になり、ブームに陰りが出てき
ているという指摘があります。そ
うした流れから動物病院の活動も
曲がり角を迎えようとしているの
だとすると、 “良質な情報発信” は
ますます求められ、地域に深く根
を下ろした総合的な病院活動が説
得力を持つようになるのだろうと
思います。
　それは、デザインの「力」の必
要性がますます高まることを意味
します。

　デザインコンビビアは次の動物
病院からもまた1件1件、デザイン
の役割を分かっていただくために
も、ドクターの持ち味を引き出す
ためにも「インタビュー」「ヒアリ
ング」から始めていきます。そし
て ahed とのパートナーシップを
通し、建築家、看板屋さんなどと
共に、新しい動物病院の可能性を
模索していくことになるでしょう。

 動物病院
 ＆
ドクター
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（税 ・ 法問題）

（病院設計・監理）

（サイン・シンボル・グラフィックス、ウェブ）

（窓口・総合コンサルティング）

（不動産コンサルティング）

（施工／新築・改装）
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